第17回　L-band RF電子銃開発グループ会合

日程：2010年1月27日

時間:　13時30分より14時30分

接続: ビデオ（52869) + WEBEX

出席者：柏木、杉本、加藤、磯山（阪大会場）、高富、浦川、早野（KEK会場）、飯島、栗木（広島会場）

◯柏木氏より、阪大用空洞の状況について報告があった。

工程管理、加工、ロウ着けの各業者と阪大Gで会合をもち、製作手順等について打ち合わせを行った。空洞は三分割のブロックで加工し、50mmのはめ合構造とした。ロウ着けおよびディスク部の加工の試験を行う予定。

Q:ディスク流路内部の凹凸はどのように加工するのか？

A:特別の工具で内面に傷を着ける方法を考えている。きれいな凹凸とはならないが、目的には充分。

Q:全体図面のICF70フランジはカソード側と整合していないが。

A:了解している。図面を変更する予定だ。また冷却チャンネルなども取り合いを確認後に図面を変更する。

◯早野氏より、FNAL製空洞の現状について報告があった。

空洞の冷却水の取り合い、カソード側フランジの変更（回転から固定へ）につき、改造中で、仕上りは二月中旬である。また空洞用チラーに温調用ヒーターを追加する改造をおこなっている。納品は今週金曜日。レーザー用チラーは納品済み。ガン空洞や薄膜生成チェンバーの組立はテストは二月下旬に開始する。RFパワーを入れるのは４月以降であろう。レーザーハットは完成しており、光学台は２月１日納入予定。

Q：イオンポンプは？

A:二月中旬になる。

◯栗木より、レーザー受け入れ準備状況について報告があった。

ロシア側のリストにある必要な物品はおよそ揃いつつある。何点か借り物があるので、手配に御協力いただきたい。

C:ロシア側の正確な日程はまだ決まっていないので、要問い合わせ。（追加情報:通関手続きの見通しが決まり次第日程を決めるとのこと）

Q:Efim, Grigory Trubnikov, Grigory Shirkovが3/31に来るが、目的は？

A:共同研究の議論だと思うが、具体的な議題は決まっていない。（追加情報:レーザー納入で義務的な契約は終了するので、その確認、および今後の可能な協力について実務者同士で話し合いたいとのこと）

Q:安全申請はどのような手順でおこなうのか？

A:レーザー調整後である。

◯その他

Q:KEK用の空洞材料の手配は？

A：二月納入予定だが、確認する。

Q:導波管材料の手配は？

A:阪大用の板材は二月初旬納入である。KEK用は手配していない。

Q:加工後の表面荒さをKEKで非接触計測できないか？

A:レーザー顕微鏡を使って非接触計測可能である。ただし形状が限られるので、確認する。テストピースならば問題なく計測可能だ。

次回ミーティングは2010年3月3日（水）13時30分より

文責：栗木　　　

